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豊島  近  蛋⽩質を理解するということ
野⼝ 博司  細胞内での形づくり
能瀬 聡直  脳ネットワークの静と動
岡⽥ 真⼈  脳︓物質と情報の交差点
陶⼭  明  越境するゲノム DNA

生物は物質で構成されている。したがって物理学を駆使して、生物やその根源に

ある生命を理解することができるはずである。この立場に立ち、生物物理学は、

生命現象を分子や細胞に要素還元するとともに、それらが相互作用するシステム

として生物・生命を捉える。さらに実験と理論の両アプローチから、生物・生命

の普遍的理解を目指す学問である。

近年の技術⾰新などによって新展開を⾒せている
⽣物物理学研究の⾯⽩さを、
学部⽣にもわかりやすく解説します。

参加無料 学部⽣歓迎 終了後に懇親会あり


